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微生物学系実験 竹野　誠記

Laboratory in Microbiology 山田　明義・細見　昭・升本　宙・野村　亘

2 前期(後半) 火曜･３時限 火曜･４時限 火曜･５時限 木曜･３時限 木曜･４時限 木曜･５時限 金曜･３時限 金曜･４時限 金曜･５時限 3年生

第2実験実習室 実験

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２２Aカリ, ２０２１Aカリ, ２０２０Aカリ, ２０１９Aカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】農学に関する広い知識・技術を修 ・生命現象の基本的なしくみと多様性について理解している。
得している ・有機化学，生化学，分子生物学，微生物学などの基礎学力を

修得している。
⇔

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的な知識や研究能力を修得し １）微生物学分野の研究に必要な技術と知識を身につけること
ている ができる。

２）実験の目的・手順・結果を正確にかつ簡潔に実験レポート
にまとめることができる。
３）観察力を身につけるとともに，実験結果について論理的に
考察できる。

⇔

２０２６A３編（24A）, ２０２５A３編（23A）, ２０２４Aカリ, ２０２３Aカリ

【2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】農学に関する専門的知識・技術を ・生命現象の基本的なしくみと多様性について理解している。
修得している。 ・有機化学，生化学，分子生物学，微生物学などの基礎学力を

修得している。
⇔

【2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的知識や研究能力を基礎とし １）微生物学分野の研究に必要な技術と知識を身につけること
て的確な情報を収集・理解し、発信できる能力を修得している。 ができる。

２）実験の目的・手順・結果を正確にかつ簡潔に実験レポート
にまとめることができる。
３）観察力を身につけるとともに，実験結果について論理的に
考察できる。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 細菌・酵母・糸状菌・きのこを題材とし，各分野を専門とする教員が分担する。授業の概要については
以下の授業計画に記載する。実験及びレポートの作成を通して，統計解析やコンピュータを用いたレポ
ート作成方法を学びます（コンピュータ活用を含む。）。第１～６回のうち３回は，きのこの栽培と技
術指導の実務経験のある教員（山田）が実用の観点を交えて解説する。

(5)授業計画 【担当】第１～６回：山田 明義・升本 宙，第７～９回：竹野 誠記，第１０～１２：野村 亘
【担当】第１３～１５：細見 昭

【授業計画】
第１回：実験講義，糸状菌用培地の調製，糸状菌の培養
第２回：糸状菌の形態観察，第１回・第２回のまとめ
第３回：実験講義，培地調製
第４回：組織分離・多胞子分離（１）・きのこの交配試験
第５回：組織分離・多胞子分離（２）・きのこの交配型の決定
第６回：菌根の観察，第３～６回のまとめ
第７回：実験講義，培地の調製
第８回：L-グルタミン酸発酵菌の培養
第９回：薄層クロマトグラフィーによるL-グルタミン酸の分析
第１０回：実験講義，培地の調整，酵母のストレス応答
第１１回：酵母の遺伝子発現解析
第１２回：酵母の細胞壁健全性に関する解析
第１３回：実験講義，酵母の培養
第１４回：酵母の小胞体異常タンパク質蓄積の解析
第１５回：酵母のタンパク質異常輸送の検出，授業アンケートの実施
定期試験：レポートを課す

(6)自主学習の指
針

実験担当者が作成した実験書を配布するので，必ず予習し，実験操作および実験の目的を理解しておく
こと。

(7)成績評価の基
準

評定については次の評価基準を基本とする。
秀：実験内容を十分に理解しており，実験結果および考察も卓越している。
優：実験内容を十分に理解しており，実験結果および考察も達成目標水準よりかなり上にある。
良：実験内容を理解しており，実験結果と考察も達成目標水準よりやや上にある。
可：実験内容を理解しており，実験結果と考察も達成目標水準にある。
不可：実験内容を理解しておらず，実験結果と考察も達成目標水準にない。

(8)事前事後学習
の内容

（事前）実験書を予習すること。
（事後）毎回，実験終了後にグループでディスカッションを行うこと。

(9)テストやレポ
ートの予定

各実験ごとにレポートの提出を求めます。



(10)成績評価の方
法

すべての実験レポートの提出をもって単位認定の前提とし，レポートの内容と実験への取り組みの程度
を総合評価する。【授業の達成目標】の項目のうち，1と2が達成されていることを合格水準として，ま
た，1，2，3のすべての項目の達成レベルから成績を評価する。合計得点が90点以上を秀，80－89点を優
，70－79点を良，60－69点を可，59点以下を不可とする。

(11)質問、相談へ
の対応および連
絡先

竹野誠記（窓口となる教員）
食品微生物工学研究室（C219）
stakeno*shinshu-u.ac.jp
（*に@を入れてください）

(12)履修上の注意 全出席を原則とします。
白衣と安全メガネを準備しておくこと。
関連講義の内容を理解しておくこと。

【教科書】 担当教員が作成した実験書を使用する。

【参考書】 　特になし


